
Ｑ
、
米
原
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
現
状
は
。

Ａ
、
カ
ー
ド
の
取
得
率
は
、
令

和
５
年
10
月
末
現
在
で
、
全
国

で
は
72
・
7
％
、
滋
賀
県
は
74
・

6%
、
本
市
は
82
・
7
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
市
の
国
保
の
マ

イ
ナ
保
険
証
利
用
者
数
は
令
和

５
年
10
月
16
日
現
在
で
５
，
０

０
０
人
で
あ
り
、
全
被
保
険
者

の
74
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
後

期
高
齢
者
の
マ
イ
ナ
保
険
証
利

用
者
数
は
、
令
和
５
年
10
月
16

日
現
在
で
４
，
４
３
６
人
で
あ

り
、
全
被
保
険
者
の
68
・
７
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

の
総
点
検
結
果
は
ど
う
な
っ
た
。

Ａ
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
総
点
検
本

部
と
な
っ
て
令
和
５
年
７
月
か

ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結

果
、
米
原
市
役
所
の
事
務
に
お

け
る
紐
付
け
誤
り
は
確
認
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
米

原
市
役
所
の
事
務
以
外
に
つ
き

ま
し
て
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
市
内
の
医
療
機
関
で
の
マ

イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
状
況
は
。

Ａ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

の
受
診
率
に
つ
い
て
は
、
国
で

把
握
し
て
い
る
情
報
の
み
で
10

月
の
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
割
合

は
全
体
で
4
・
49
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
カ
ー
ド
や
シ
ス
テ
ム

の
不
具
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
市
に
お
い
て
は
、
現
時
点
ま

で
に
医
療
機
関
等
か
ら
の
カ
ー

ド
読
み
取
り
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
来
年
10
月
か
ら
の
紙
の
保

険
証
廃
止
方
針
は
変
わ
ら
な
い

の
か
。

Ａ
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
６

年
12
月
８
日
ま
で
の
間
に
、
被

保
険
者
証
を
廃
止
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

予
定
ど
お
り
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
改
修

に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
当

初
予
算
に
計
上
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
国
保
証
は
毎
年
７
月
31
日

を
有
効
期
限
と
し
て
い
る
経
過

措
置
は
ど
う
な
る
か
。

Ａ
、
令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、

例
年
ど
お
り
８
月
１
日
に
令
和

７
年
７
月
31
日
ま
で
を
有
効
期

間
と
す
る
被
保
険
者
証
の
交
付

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
た
な
い
人
に
対
す
る
対
応
は
。

Ａ
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て

お
ら
れ
な
い
方
に
対
し
て
は
、

「
資
格
確
認
書
」
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
一
定
の
窓
口
負
担
で

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の
で
き
な
い
医
療

機
関
で
の
対
応
と
し
て
、
「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
の
送
付

を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、
本

人
希
望
に
よ
る
紐
づ
け
の
取
消

に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
検

討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
、
子
育
て
支
援
の
現
状
を
ど

う
理
解
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
、
令
和
２
年
に
策
定
し
た
第

２
期
米
原
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
目
標
と
し
て
、

５
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
子
育
て
に
対
す
る
不
安

の
解
消
や
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
は
じ
め
、
子
育
て
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
子
育

て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
多

面
的
で
複
合
的
な
支
援
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
更
な
る
子
育
て
支
援
の

施
策
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
体
制
は
十
分
か
。

Ａ
、
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
内
の
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

保
健
師
と
保
育
士
の
２
人
の
専

門
員
に
よ
り
、
子
育
て
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

市
内
４
か
所
で
開
設
し
て
お
り
、

未
就
園
の
親
子
の
遊
び
場
の
提

供
と
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
平
日
の

み
の
開
所
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

12
月
か
ら
土
曜
日
に
公
立
認
定

こ
ど
も
園
で
時
間
を
定
め
て
園

開
放
を
行
う
予
定
で
す
。

Ｑ
、
山
東
幼
稚
園
の
閉
園
後
の

利
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
、
昨
年
度
、
市
の
方
針
と
し

て
、
山
東
幼
稚
園
を
令
和
７
年

３
月
を
も
っ
て
閉
園
と
す
る
こ

と
と
合
わ
せ
、
そ
の
跡
地
活
用

に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
天
狗

の
丘
公
園
を
含
め
、
子
育
て
環

境
の
充
実
に
資
す
る
施
設
に
再

整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
市
議
会

で
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
米
原
市
の
中
央
部
に
位

置
す
る
地
理
的
条
件
や
、
豊
か

な
自
然
環
境
を
最
大
限
生
か
し

な
が
ら
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
集
う
場
と
し
て
、
ま
た
、

そ
の
原
点
で
も
あ
る
平
和
の
尊

さ
を
再
確
認
す
る
場
と
し
て
再

生
す
る
と
い
う
、
こ
の
考
え
方

を
堅
持
し
、
構
想
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
、
山
東
幼
稚
園
の
利
活
用
の

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
、
現
時
点
で
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
お
示
し
で
き
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
整
備
方
針
案

が
固
ま
っ
た
段
階
に
お
い
て
説

明

さ

せ

て

い

た

だ

き

た

い

と

考

え

て

い

ま
す
。
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12
月
定
例
会
一
般
質
問
で
日
本
共
産
党
米
原
市
議
団
の
藤
田
議
員
は
6
日
8
番
目
（
2
日
目
1
番
）

に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
と
「
子
育
て
支
援
の
状
況
と
山
東
幼

稚
園
の
利
活
用
に
つ
い
て
」
で
す
。
詳
し
く
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
録
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
問
題
と
対
応
は

子
育
て
支
援
の
状
況
は

子
育
て
支
援
施
設
に
活
用
す
る

市
事
務
以
外
の
誤
り
把
握
せ
ず


